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Land uplift occurred along the 90 km western and northern Noto Peninsula coastline at the 2024 Noto Peninsula 

Earthquake. This study aims to evaluate the weathering characteristics of some rocks comprising uplifted coasts 

because highly weathered rock had been found at some places on the uplifted coasts by the end of April 2024, four 

months after the earthquake. Eight rock types were examined: three were pyroclastic rocks, and five were siliceous 

mudstone. Dry density and porosity were 1.55-1.98 Mg/m3 and 25.3-37.6% for pyroclastic rock, and 1.28-2.01 

Mg/m3 and 24.0-50.3% for mudstone. The weight-decreasing ratio of the specimens after slaking tests was larger in 

the pyroclastic rocks although almost all the siliceous mudstone samples were not subject to slaking. XRD analysis 

revealed that the pyroclastic rocks show much higher peaks for smectite than siliceous mudstone.  

 

１．はじめに 

令和 6 年能登半島地震では，半島北部を中心に

海岸が隆起した．地震後の各研究機関等の調査・

観測より，隆起海岸の長さは約 90 km，海岸線の

沖への最大前進量は輪島市門前町五十洲から門前

町黒島町にかけて約 200 m，最大隆起量は同地域

において約 4 mとされる．隆起海岸のうち岩石海

岸の地形は，構成岩石の物理・力学的性質によっ

ては今後波食が進行し，プラットフォームが形成

されると考えられる．すなわち，今回の地震に伴

う隆起海岸では岩石海岸地形の形成過程を初期か

ら調査・研究できる．現地調査では隆起後に風化

したと考えられる岩石が数種類確認された．そこ

で本研究では，岩石海岸の形成過程の解明および

隆起海岸の今後の地形変化予測のため，それらを

採取し物性を評価した． 

 

２．対象岩石および実施試験 

採取した岩石は，古第三系漸新統から縄又層の

凝灰岩（採取地：輪島市光浦町），新第三系中新統

から馬緤層のデイサイト火砕岩（珠洲市折戸町），

道下層の凝灰岩（輪島市門前町鹿磯），法住寺層の

珪質泥岩（珠洲市折戸町から 2 種類，珠洲市仁江

町），飯塚層の珪質泥岩（輪島市町野町大川から 2

種類）の火砕岩 3種類，珪質泥岩 5 種類である．

乾燥密度および間隙率は火砕岩で 1.55-1.98 

Mg/m3，25.3-37.6%，珪質泥岩で 1.28-2.01 Mg/m3，

24.0-50.3%であった． 

岩石のスレーキングを引き起こす原因として膨

潤性粘土鉱物の存在が考えられる．そこで，採取

した岩石に含まれる鉱物を同定するため X 線回折

(XRD)分析を行った．また，水銀圧入法により岩石

の細孔径分布を測定した． 

海岸では潮位変化に伴い岩石が乾燥と湿潤を繰

り返す．そこで乾湿風化（スレーキング）特性を

評価するため，湿潤と乾燥を 1 サイクルとした 1

サイクル終了時（乾燥終了時）に，残留試料の最

大岩片の重量を測定した．本研究における湿潤状

態とは試料を純水入り容器に水浸させた状態を指

し，乾燥状態とは容器から取り出し自然乾燥させ

た状態を指す．本研究では，1 サイクル当たりの

湿潤・乾燥状態の継続時間を，湿潤：乾燥＝①1：

2（湿潤 8時間，乾燥 16時間），②1：8（湿潤 8時

間，乾燥 64時間），③1：20（湿潤 8時間，乾燥 160

時間），と変化させた． 

 

３．結果および考察 

XRD 分析の結果，ほぼ全ての岩石中に膨潤性粘

土鉱物であるスメクタイトが含まれることがわか

った．法住寺層の珪質泥岩の 1 種類からはスメク

タイトを示す明確なピークが見られなかった．ス

メクタイトを示す回折の強度は，火砕岩・凝灰岩

類で珪質泥岩に比べ 2-3倍程度大きかった． 

水銀圧入法による細孔径分布測定結果からは，

火砕岩と珪質泥岩ともに細孔径が二峰性を示した．

火砕岩では 10-数 10 nmに最大のピーク，数 100-



1000 nm に第二のピークが見られた．珪質泥岩で

は，数 100-1000 nmに最大のピーク，数 10 nmに

第二のピークが見られた．XRD 分析ではスメクタ

イトの明確なピークが見られなかった法住寺層の

珪質泥岩では，300 nmが最大ピークであり，二峰

性はなかった． 

スレーキング試験の結果，3 サイクル終了時の

重量減少率が大きかった岩石は大きい方から順に

縄又層凝灰岩，道下層凝灰岩，馬緤層デイサイト

火砕岩であり，珪質泥岩に比べ明らかにスレーキ

ングしやすいことがわかった．これらの火砕岩で

は，水浸と同時に細片化が始まった．縄又層凝灰

岩と道下層凝灰岩には，乾燥中に割れ目が形成さ

れた．また，岩石の種類に関わらず，乾燥時間の

増加に伴い重量減少率が増加した． 

 

４．まとめ 

令和 6年 1月 1 日に発生した地震に伴う能登半

島北部および西部の海岸隆起について，構成岩石

の諸物性の測定およびスレーキング試験を行った．

これらを通して得られたスレーキングの特徴は以

下の通りである． 

・火砕岩は珪質泥岩に比べスレーキングしやすい 

・火砕岩は珪質泥岩に比べスメクタイトを多く含

む 

・火砕岩は珪質泥岩に比べ間隙径が小さい 

・火砕岩と珪質泥岩の間隙率に明確な差はない 

・岩種によらず，乾燥時間が長いほどスレーキン

グが促進される

 


